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ステムを開発した。提案する手法は 3 段階で構成する。第 1 段階はパターンマッチに基づくキーワ
ード入力型検索機能である。第 2 段階は NDC カテゴリのブラウジング機能である。第 3 段階は関
連する NDC カテゴリの提示機能である。特に第 3 段階では，第 1 段階でのノーヒット問題，第 2
段階でのカテゴリ選択ミスの問題といった弱点を補うための関連カテゴリ提示機能を実装した。 
 
Subject headings are important tools for subject access to library catalogs. In Japan there are 
two main subject headings. This research presents a method of integrating multiple subject 
headings using Nippon Decimal Classification (NDC) and develops a subject search by Basic 
Subject Headings (BSH) and National Diet Library List of Subject Headings (NDLSH) using 
NDC. Our method is comprised of three steps: (1) pattern-matching of subject headings based 
on user input, (2) browsing an NDC category to find subject headings, and (3) suggesting NDC 
categories based on user input for browsing to find subject headings. The third process, in 
particular, compensates for the “no hit” problems in the first process and the mischoice of NDC 
categories in the second process. 
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在は PDF 形式で提供されている。2006 年 10 月に















































































 BSH の初版は 1956 年に刊行され，現在では第 4





る。収録数は，標目数 7,847 件，参照語 2,873 件，
説明付き参照 93 件，細目 169 件である。国名標目










囲は昭和 24年から平成 18年 3月末までとし，収録
件数は標目数（主標目，細目，細目付き件名標目の






















BSH および NDLSH の一元検索が行われ，該
当する件名標目が選ばれる。 
次に第 2 段階では，検索語を入力せずに BSH と



















3.2 概念カテゴリとしての NDCの利用 











図 1 語彙ネットワークと概念カテゴリのイメージ 
 














図 2 NDC階層的概念から見た件名標目表 
 
3.2.2 NDCカテゴリによる統合検索手法 














図３ NDCを軸とした 2つの件名検索概念図 
3.2.3 NDC相関索引による NDCカテゴリの提示機能 












うになる。第 2 段階では，カテゴリを NDC の第 1
次区分から第 2 次区分，そして第 3 次区分と辿って
いったわけであるが，この第 3 段階による方法では
















































テム内では BSH と NDLSH の両方を対象に文字列
による検索が行われる。しかし実際は BSH にも



































図 5 システム構成図 
4.2 検索方法 


















































































4.2.2 第 2段階の機能 






































4.2.3 第 3段階の機能 
 
図 11 NDCカテゴリ提示機能の表示画面 
 
図 11は「リカード」と入力して検索を行った結果
























































 図 14 NACSIS-Webcat検索結果 
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